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１.　動物実験計画書（変更申請書）
動物実験計画書で承認申請されたものですか？　　
　□ はい　（承認番号　　　　）　□ いいえ　□ 変更計画申請中
“はい“以外は、承認手続きを済ませてから、導入計画を進めて下さい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
２.　成果有体物
１）授受する動物は成果有体物ですか？　  　　　  □ はい　　□ いいえ　
２）はいの場合 >>> MTAはお済みですか？　　  □ はい　  □ いいえ
　　　“いいえ”の場合は、MTAを取り交わしてから導入手続きを進めて下さい。
　　　
３.　遺伝子組換え生物 
１）遺伝子組換え生物に該当しますか　　　　　　 □ はい    □ いいえ
　　　　“はい“の場合、組換え生物に関する情報提供は受けましたか　  □ はい  □ いいえ
２）拡散防止措置はどれに該当しますか
□機関届出（P1A）、□機関承認（P2A, P3A）, □大臣確認、 □不明
宿主名；　　　　　　　　　　　供与核酸名：
３）遺伝子組換え実験委員会への届出あるいは承認申請は？　　□済み　　□申請中
　　　申請中の場合は、承認が得られてから導入手続きを進めて下さい。
４.　動物の健康状態　
　　　　□良好　□感染の疑い有り　□不明
　　　　　　　　　　　　飼育状況レポートおよび微生物検査成績書　□あり（添付）□なし
導入計画しております動物のコンプライエンスについて、以上のとおりです。
＊作成要項は裏面を参照のこと
導入動物のコンプライエンスチェックリスト作成にあたって
動物実験計画書（文部科学省　研究機関等における動物実験の基本指針）
導入予定の動物は、実験計画書に記載し、あるいは、実験計画の変更承認申請により承認をうけていますか？
実験計画書に記載のない種、系統などの場合は、導入できません。
成果有体物（文部科学省　ガイドライン）
研究・教育の結果又はその過程で得られた学術的価値又は財産的価値のあるもの。

１）材料及び資料（試薬、新材料、土壌、岩石、植物新品種、実験動物、細胞、微生物、ウイルス、

拡散（DNA）、タンパク質等）

２）試作品、モデル品、実験装置等

３）データベース、フローチャート、コンピュータプログラム、文字、記号、音声、画像、図面等の各種情報を記録した電子又は紙の記録媒体

ＭＴＡ
Material Transfer Agreement：　成果有体物の提供・受領について. 外部機関との試料提供・受領のやりとりには試料提供契約（MTA）が必要です。動物を購入する場合、業者とMTAを交わすことはないと思いますが、購入した時点でMTA同意したと見なすことが明記されております。遺伝子組換え動物に限らず、近交系動物、ミュータントなどにおいても、MTAが必要な場合が少なくありません。したがって、これらの動物を増やして勝手に第三者に譲渡することは契約違反となりますので留意下さい。
遺伝子組換え動物（文部科学省　２種省令）
１）執るべき拡散防止措置の区分がＰ１Ａの場合は、遺伝子組換え実験安全委員会への届出が必要です。
２）　　　　　　　　〃　　　　　Ｐ２Ａでは、承認申請を行い、承認を得る。
３）　　　　　　  　〃　　　　　Ｐ３Ａは対応できる実験室がなく、導入できません。
４）　　　　　　  　〃　　　　　大臣確認実験では、相手方が大臣確認を受けていても、本学で改めて確認申請し、大臣確認を受けてからでないと導入できません。
５）　　　　　　　　〃　　　　　不明の場合は、導入することができません。再調査して下さい。
６）また、いずれの場合にも、法令に定められた情報提供を受けたことを遺伝子組換え実験安全委員会に届け出て下さい。
動物の健康状態（文部科学省　研究機関等における動物実験の基本指針）
導入動物健康状態の把握は、導入動物を介した感染事故を減らすため、導入動物は一定期間隔離検疫し、原体の有無を検査いたします。しかし病原性の強い病原体を持っている可能性がある動物は、検疫のための導入もできません。その判断資料として、微生物検査成績書や飼育管理状態のレポートを提出いただいています（国公私立大学動物実験施設協議会の共通書式があります）
